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©ご使用中、舉源コード•差込みフラグび巽常に 
熱くなる 

©焦げ<さいにおいびする 
0裂品の一部に割れ•びたつさ • ゆるみびある 
〇その他の異常や故廣びある 


長年 ご 使用の マイコン炊 


きお客株にご紀乂いただいたお棘巧容は、保証期間内のヴービス活励およびそのをの安全点お活動のためにあ J 用させていた 
だく獨合びございまずので、ご了巧くだごい。 

@この保細窗は、本蟹に明示した期間 • を件のをとにおいて無料修理をおが)巧するちのでず。従ってこのな班密によって巧盘 
懲を発行している曹（保班責任吾）、およびそれなパの現熊音にがするお客様の法渾上の梅利を制巧ずるをのではお D まだ 
んので、保班期の経週をの値巧などについてご不明の堀合は,お園い上ばの販売店または興なのお客様ご相談巧口にお巧 
い合わせくださし、。 

霞巳日7ホ-ピン株式舍ネ王 

干 530 朋リ大阪巿北区天扇 1T 目 20 點号 な (日日)日 35 日- 2391 


1 . ご転居、ご贈をなどで、お興い上ば賊巧度にお申しつけでをない巧をは、辟なのお客なご巧跋巧口にお申しつけ<だでい。 

2. イ刹圧が巧のでる巧の塌をには有料悔理にな D ます。 

(イ）巧用上の拱0、およぴ改造や不当な修理による故陌およぴ沼馈。 

(口）お画い上げをの輸送•巧励•落下などによるが陋および巧猫《 

(八）义の、地密> が密、巧猫、その他の天が地巧，および公密、巧密、ガス密（硫化ガスなど）、異巧巧圧、巧定かの使用の源（巧 
圧、周波数）などによるな陶およ口揭巧。 

(二）一般添庭用 L ソか（たと无ば潑お用の援時問使巧、爾硬、船邮へのとラ贼）にイ空用だれた巧をのが昭および}员梅* 

(ホ）本密のご巧巧びない域を。 

(へ）本落にお質い上げ年巧因、お客様を、放巧巧ちのき S 入のない榻含巧るいはを巧を落をか无られた巧合。 

(卜）消耗部品の巧換。 

3. 本露は曰本国巧においてのみ有なでず。 

This warranty is valid only in Japan. 

4. 本落は盗難-义災などの不可巧力が巧でおちさ n た塌合は、泻発行いたしませんので大切に保存して < ださい。 


® 印湖に紀入のない巧をはお巧となりますか5、化ずご確瞬 < ださい。 


毎お巧い上ば曰き販黃店を•住巧 
年月曰 
保巧期間 


お贸い上げ曰よ0 

本体1年 


修理メモ 


NS-WE10/NS-WE1 


取}及説巧覆、本が衰示などのを恩經をに従った使用げ態で保班期間巧に故陌した墙合には、無料修理いたします。数品と本留 
をご持參の5是、お圈い上げの版売店にお申しつけ<ださい。毁品の友る場所での出强修理や裝窗翰をの堀合は、出張料や輸 
送料などの契殘を申し受けます。 


[ 持込修理 I 


マイコン炊飯ジャ 


消耗品 • 部品のご購入専用ぺージ 
http://www.zoiirushi-de-shopping.com/ 


修理 • お取り扱い • 消耗品や部品ご購入などの 
ご相談は、まずお質い上げの販売店にお問い 
合わせください。 

ご爾居やご賭答などでお困りの場合、鱗社の 
窓口 r お客様ご相談センター j にお問い合わ 
せください。 

所在地 • 麗話奮号などは変更になることびあ 
りますので、あ5かじめご了愚 < ださい。 


お客穗ご相談センター 

30570-011874 

ナビダイヤル市内週話料金でご利用いただけます 
费巧時間日: Q0 〜17:0日月懸曰〜金歷曰け兄曰•興社が業曰を除 <) 

© 携帯體謡’ PHS • [P 慶話など(ナビグイヤルぴ利巧でをない围話） 
でのお問い合わせ .Tel (06) 已356-呂4已1 

® ファクシミ U でのお問い合わせ •••• Fax の目)目3已 6-6143 
誤晶の r 型ち•お問い合わせ内容」と、お客様の r おる前•ごを巧， 

遇話奮号‘ Fax 養号」をご記入のうえ、お問い合わせください。 


:ご使單化 


NS-WE 


NS - WE 型 ◎© 


[; 家庭用 I 


コン炊飯ジ "V ~ 
おいしく炊け题_ 

型 NS-WE10 壁 1.日 L サイズ 
を NS-VVE18 型 1.8 しサイズ 

取扱説明書 


ち< じ 

お使いにな畜累えに 

安を上のご注屬 . £ 

吾部のなまえと扱いち . ム 

おいしく炊いて.おいしく保溫 . E 


使い方 

''• ぶ . 、 . ぶ以 :: ぶも沁こごがレ .U ■ 巧な縱微だ脚が激做》 ? ム徽ど化 ㈱ 助舰微ゴ放 / 術な " ぶが ^^ 

ご飯の炊を方 

基本的な炊を方 . e 

無洗ホの炊を方 . e 

げき方メモ . £ 

タイマー予約げ飯 .1 C 

標準の保温高め保温 .1 S 



会このたびは、お買い上げいたださ、まこ 
とにありがとラございました。 

◎ 取扱説明書をよ < お読みのラえ、正しく 
お使いください。お読みになったあとは、 
大切に保存してください。 

i 保証書つを I 


お手入れ 

お手入れ . 

交換部品 . 

圃ったとをに 

故障かなと思ったとを 
こんな表ををしたとき 
アフターヴービス…… 

仕様 . 

お客様ご相談窓口…-… 
保証靈 . 






襄表紙 
裹表紙 





















































复ここに表したミ主意事劇ま、あなたや他の人々 への 危害や損害を未然に防止するためのものです。 
鲁いずれも安全に関する重雲な巧容でずので、おずお守りください。 



取り扱いを誤った場合、死じ 
または重傷ぶ 1 を負うことび、 
想定される内容を表します。 


A A A 取り扱いを誤った場合、傷害 3 2 

B または物的損害ぶ 3 の発生が、 
ター-夕山％ 想定される内容を表します。 


ぷ1靈媽とは、失明、けび、やけど(高温•想溫）、感輩、骨巧、 
中霉などで、後遇症び残るをのおよび治療に入院•長期 
の通院を要するをのをさしまず。 

夕2傷誓とは、治療に入院•長期の通院を要さないけびやや 
けど、感霜などをさします。 


A 

注蠢 

A 記号は、變告•ま意をがす内容があるこ 
とを告げるをのです。具体的なミ主意内容は 
図の中や近くに文章や給で表します。 

禁止 

(S) 記号は、禁止の為であることを告げる 
をのです。具体的な禁止内容は図の中や近 
くに文章や給で表します。 

• 

指示 

©記号は、巧為を強制したり指をしたり 
する内容を告げるをのです。具体的な指示 
内容は図の中やお < に文章や絵で表します。 

《3物的損害とは、 家屋. 家屏おぶび家畜•ペットなどにかか 


わる鉱大損害をさします。 


盛—………三 

^改造はしない。また、修理技術者 L ツ巧の 
人は巧殿したり修理をしない 

か解禁止乂が•感醒•けがの原因にな D ます。修理まお貢い上 
げの販売店ぎたは弊社のお客様ご相較お□にごネ目 
訟< ださい。 

水につけたり、かをかけたりしない 
本が内部にもがを入れない 
が めれ禁止 シヨ-卜•感哩の巧打びお 0 ます。 

^蒸気口に手を軸れない 

やけどをすることび最 D ます。特に乳巧巧にはごわ 
授幽寶 jJ " らなないよつごを意ください。 

^めれた手で差込みプラグを巧を萬しし 
曲 n 手禁止感歯やけびをすることげあります。 

/〇,底の巧にピンや針金などの金厲物など、 
W 異物を入れない 

^ 親や異常動作してけび 胃^^ う 
^ ^ をす ることびあ D ます。 

/ C \ モ供だけで使わせたり幼巧の手の履くと 
vCy ころで使わない 

禁止やけど•感狸•けがをする巧れびあ 0 ます。 

/<— 、 '照 飯中は絶対に巧ぶたを開けたり移動さ 
1 nJ せなぃ 

禁止やけどをする恐れびあります。 

コードや差込みプラグが傷んでいたり、コ 
〇/ンセントの護し込みびゆるいときは傳用 
禁止しない コンセント 

感頸 •シヨート•発乂の崖 •り） ぉ、人っづちづ 

原因になります。 胃^ 

/<"、マグネットプラグの巧端にピンなど金厲 
片やごみを巧體させない 

禁止感爾.シヨート.発乂の原因になります。 

/ C \ 體 源コードを傷つけない 
vV お理に曲げたり、弓 1 っ張ったり、ねじったり、たばねた 
り、高温部に近づけたり、重いものをのせたり、挟み 
ホに 込んだり、加工したりすると電源コードび破損し、义^. 
感電の原因にな 0 ます。 

/〇.マグネットプラグをなめさせない 

\ V 感擊やけがの原剧こなります。将こ军脚児にはさわ 
らせないよラごを意ください。 

定裕 1 己 A な上のコンセントを単独で使う 
他の器具と併用すると分 おコンセントがび異常発熱 
ぉず賓施して発乂することびぁ。ます。 

交流 100 viim では使用しない 

V V 火が—感驅の原因になりまず。 

禁止 

A 差込みプラグの刃（プラグの巧端）および 
巧の根元に恩こりび 村績 している場をは、 

おず裏施 ぶ、〇、、 

义がの原因にな D ます。 

A , 莲込みプラグはコンをントの與までしつ 
かり差し这む 

がず実施感飄.シヨ-卜発煙’発义の原因になります。 


么适慧 

/<iN 使巧中や使用直後は、認窟部に触れない 
またがぶたを開けるとまの霖気、ご颤を 
接触禁止ほぐずとまには手びなべなどに 
当た 5 ないよラにま讀ずる 

樹このぶた—^ 

li ど誉 

本你を持ち獲ぶ ときは、プッシュポタンに 
觸れ なぃ 

接軸禁 i 卜巧•ぶたび開いて、けびややけどをす. — 

ることびおります。 

プッシュボタン … 

/ C \ かのかかるところや、乂気の近くでは使 
用しない 

禁止感驅-漏爾やを形の原園になります。 

A 尊 用なベむ州ま使用しない 

V V なべが過威したり、異常動作の原因にな0まず。 
禁止 

/ C \ 壁や家具の近くで使わない 

\jy キッチン用収納棚などで使うときは、中に 

禁止蒸気びこをらないよラにする 

怒気または熱で壁や家具を傷め、変を、変形の原因 
になります。 

/ On 不安定な場所や熱に弱い敷物の上では 
^使巧しない 
禁止义災の 原因になります。 

/ C ^ 専用の蟹源コードながは使巧しない 

Vsjy 電源コードは他の機器に輯用しない 
禁止故陶•お乂の恐れび巧 0 ます。 

お手入れは;ちえてか 6 巧ラ 
育 湿部に班む、やけどの恐れがあ0ます。 

おず実施 

緣 使用時 LU がは、塞込みプラグをコンセン 
^ h * か M く 

プラグを けびややけど、絶緑劣化による感題•漏空义がの原 
换く 因になります。 

善込みプラグを抜くとまは、コードを持た 
胃ずにぶ、ず免端の善込みプラグを持って引 
必ず実施を抜く 

感電やショートして発义することびあります， 



圓本体（特に蒸気 □) には、ふさんなどをかけない 

本体や外ぶたの変お、変をの原因にな D まず。 

因蒸しをのなど炊飯•保温政巧の用途に懐用しな 
い 

蒸気口などび詰まる原因にな0ます。 

团なべに、キズのつくよラな器具を入れない 

なべにキズびつしすこり、うまく炊けない原因になりまず。 

圏也の頸気機器に聽気が当たる蠕所では使曲しな 
い 

蒸気によ0、頸気撥器の义が•故障•変色•変おの原因になり 
ます。 

圏本体魔內やなべに異物（ご飯粒やお粒など）び 
ついたまま使用しない 
ラまく炊けない原因になります。 


©お買し、上げの製品と本審に記戴したイラストは異なることびありまず。 


3 







がぶた/ <ッキン- 

内ぶたセットつまみ- 

内ぶたセットの取切ホずし•取りつ 
けのとさに使ラ 

鲁お手入れ後は内ぶたセットを必ず 
取りつけてくださし、。 一 P 1 3 I 

巧ぶたセツ!- V 


しやをじ 


しやをじ受け 
巧印部分(中央） 
を巧しなび S は 
ずします。 J 

計畳カップ 


ゾ 

養け , 

寶シ 0 


0 B 

白が巧巧巧ボ巧用 
( ISOmL ) (171 ml ) 





蒸気□キャップー 
©巧飯時に蒸気び出 
て高温になるので 
ま意して < ださい。 

ふたセンサー 1 


がぶた 


b な与 . 


巧ぶたセット 
取り付け軸 


-蒸気 □ 

•八ンドル 
持ち運びの 
とさに使ラ 


, /ブラグ 

V ン 差込み口 

、—マグネットプラグ 
加熱板」を莲し这む 
さ加熱板となべの間に保證 
紙を入れていますので、 
お使いになるまえに取 D 
隙いて < ださい。 

CBH 3 y グをット 

-— I 1^^：5!5£^本術こ莲し边む 


•養込みプラグ j 


-しゃもじ受け取りつけ部 

庙右2力所） 

プッシュポタン 

かぶたを開けるとさに巧す 


鲁キーは確実に押してください。 

#「1の飯」キ ー 、「とりけし」キー中央の 
(賣、〜）は、目の不自由なちに配慮 
しています。 


r と0けし_!キ—— 

操作設定の取り消 
しや作動中の機能 
を中止するときに 
使ラ 


表示部（すべてを表していまずび、お使いになる 
中でこのような表示はしません。） 

I - r 炊飯 J キー 

ノ— 一 -^\ 炊飯するとを 

一ー パ 尸夕 に使う 


。炊敵 


鹽隙姐懸 


(^2<か即洲、 


I ■保温麵択」キ- ミ 

r 標準の保温」や「高め保温」を 
選ぶときに使う一 P 12 


聲方巧約 j キー 

ノノ/ 食べたい時刻に自 

/ 動的に炊を上げる 

タイマー予約炊飯 
のとさに使ラ 
一 P ]0 

「タニュ ー J キー 
メニューを選ぶときに使う 


米を正しく計る 

お、ず付属の計靈カップすりきりで計ります。計量米びつや市販のカップり OOmL ) では、 
差が出まず。 

手早 < 洗ラ 

1回固は、たっぷりの氷で手早く洗って、水をす C に捨てます。このあと14〜已回水をかえ、 
めか分をよく洗い流します。 


正しく水加減をずる 

米-の溝類. I '' ''''水-： STM " 

I 芽費精菜「水位目盛と•ぉ。 

新 米 


水位目盛より少なめ 
か位目盛より少し多め 


アルカリ度の強い水を使わない 

黄変したり、ベたついたご飯になりまず。 

炊を上びった 5 、ずぐにほぐす 

余分な水分が逃げて、ふつ < らおいしく 
なります。 


例：白米•無巧米とも3カップのとを 


唆べ巧綱] 無 

す I め 1 白ホ；雪 

す ?! しを朱 5 ^発蜜 
5- 4 つご算醬 

_ を—蓋置 

布 .:.. て .. 亡 三 . 請今，， 

.. む; 1-1:111. でで.....': 


施巨盛の 
I 白米巧」まで 
かを入れる 


を例の水位目盛は I . OL サイズ 




なべの中でご飯を保待ずる場含は、必ず保温機能をお懐いくだをい。 

保温機能を使わずになべの中でご飯を保存ずるといやなにおいの原因になりまず。 


ご飯の乾燥 • いやなにおい•密色を防ぐためにこのぶラな保温はしない 

® ご飯のつぎたし 
® 冷めたご飯からの保遍 

® 炊をこみ、おこわなどの具や調味料を加えて炊いたご飯 
を コ□ッケ•みそ汁などご飯政がのちの 
き12時閨な上 

&しゃをじを入れたまま なべ中央に盛る 

® 差込みプラグを抜いた状態、または、保温を取り消した状態で つ 

なべの中にご飯を入れたままでの放置 

か歷のご飯は、なべ中臾に盛る I . が ,。. 
















©炊を上び 0 び悪くなるため、炊飯中にがぶたを開けないでください。 

® 連続して炊くときは、本体やがぶたを人机程度に;令ましてください。熱いとラまく炊けません。 
® 巧障の原因になるため、空だをはしないで<ださい。 

き炊飯の状態により、炊き上びったご飯の底面びラすく焦げることびあります。 


使巧後は 



を揮し、墓をみブラグとマジみルブラグ寒薇く 


•めれた手で善込みプラグやマグネットプラグを持たない(シヨート•感醒の恐れ) 


炊き上びりまでの時間の目やず 


1" で、タニューを還ぶ 


キーを狎すごとに、「マ1を移動させてたューを選ぶ 「 r 離き為 

◎キ-を巧し続けると、早送りができまず。' , ........ こ襄 

( r 白米/すじめし;」に戻ると化まりまず。） . ： ；- ' 画 M 減呆白慨ま 

◎記憶ゾこュー：「白米/ずしめし」 • r 無洗米」’「玄米」は、一度選んで炊飯ずると 
, . ぶにメニューを選び直して炊飯するまで記德されまず。， 

莲をみプラグを撫くと初期状態（旧米/すしめし j ) に罵りまず。 

鲁白米急遽：普通精白米を早 < 炊さたいときに選びまず。少しかためになります。' 


百米/ずし 
無 洗 

白米急 
炊を こ 
お か 

お こ 

ぶ 

発ず玄 


1.0しサィズ 
約己0 か〜 1時聞 
約55分〜1時間5分 
約2目〜40分 
約1時間〜1時間5分 
約邑己分〜1時間] 0分 

_ が]百0~已百夕 • 

約1時間2己分〜1時間已〇分 I 
約1時間〜1時間1□分 


1.81-サイズ 
— 約 50か〜時間 
約己己分〜1時間5分 
約30〜45分 
均1時間^1時闇已分__ 
約55分〜1時間10分 
約50〜5已分 

約1時間2己分〜1時間50分 
約1時間〜1時間1□分 


。班； 00 V . 室温20で.か湿1呂での場合。 

® 時間は炊飯をはじめてか5保温になるまでの時間です。また蟹圧•室温•季節•水加減などによりかわります。 
® 炊きこ别ま、米に調な料をしっか D 含ませおいしく炊き上げるため、炊き上びりまでの時間び長くかかります。 
(予熱の時間び約30かかか D ます。） 


- Bii 

炊飯ランプ Pm )1 び点なし、炊飯開始のブザーび鳴る 
むらしになると、炊き上がりまでの磯り時間を表示ずる 


鑛吉離まで 



なべを本がに入れでがぶたを閉め、プラグを接続ずる 

なグが側や本体庫巧の水分や異物を面き取り、なべを本がに入れる 
巧ぶたセットは必ず取日つける. 

のマグネットブ'夢グを與までしコかり違し込む 
⑤違込みプラグをコンセントに差し込む 

をマグネットプラグの先端にピンなどを属片やごみを巧着させないで < ださい。 





水平な所で、メニ:！一に合ったなべの水位目盛に合わせる 
一 par 贼き方ソ。参照 

米を平！5にな！5す’'；;'''''''' 

每がにひたさなくてもすぐにげけます。ひたしておくと、少しやわらかをに炊き上びります: 




墨羣翻 ft 炊慶顔 
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6 


7 
















使し、方 

ご飯の巧を方っヴま 



お.^1!夕^^^^^^^^^^^^^^^^^ 

寒湯'^霞 





:胃■雲 期爲ヴ^無凝米を計る' 

無洗米尊用の tte 力おがけ柿段請りきが琳ホつ;た.'' 



無洗米のむと粒ひと粒が水になじむよ5に2〜3回 
優し < かを混ぜてか S 、 水加減をする 

が平な巧ぞ、メニュ告に合ったなべのか位宜盛に合わせる I -^ . ノ 

一 P 9 F 炊去方畑参照 

朱を巧をになちず:. 


を無洗米は、精米数まなどにより米の表面にデンブン質び多く残ってしぶ場合びあります。 
米のデンプン質で、水び白くにごっていると親プ•ふきこぼれ•げき上びりび霧くなる原 
园になります。白くにごるときは、1〜2度水を入れかえてすすざます。 

き調は料を加えて炊くときは、なべの底からよくかき混ぜます。， 

® 水にひたさなくてもすぐに炊けまず。ひたしておくと、少しやわ6かめに炊き上びります。 





炊きこみ 
おかゆ 
おこわ 
を米. 






無巧がをお度いになる場含は 

- P 8 r 無洗米の巧き方」参照。か位目盛は、酱通精白ホの場台と同じでず。 

♦ホの計置は、巧厲の計最カップを用い、ずりさりで計る 

普通巧白米•玄米•発昇をホー r 白米用」の計里カップで 無巧米一「無洗米專用 J の計量カップで 




1 .0 L ヴイブは1〜4カツブ、1 .8 しサイズは2〜 
6カツフの巧で炊いて<ださい。超えた适でげ 
くとあのれたり、うまく炊けないことびあります。 

矿端齒 の水位目盛にをわせまず。 

r 巧:をこみ 1 を選びます。 

な洗米をお使いの場合には I 無洗米 I を 
遵びまず。 


具の逛は、米の巧窗（靈さ）の30〜50始び 
適蟹です。をすぎるとラまくがけないことび 
ありまず（ホ1カツヴま約1 50 g ) 。 

具はルさめに切0、米の上にのせて米と混ぜ 
ずに巧旣してください。 


測ま料はだし汁や水などで巧めてホに如え、水加減したあと、 
なべのあか5よくあぜます。米に直接巧ほ料を加えたり、なべ 
のちかろぶ <ミ居ぜない巧合は、焦げびをつ < なった0、ラまくが： 
けなし、巧因になります。 


水加減 


洗ってどるにあげ、30分しソ上水切)りして 
使用します。 

gg » a の；! K 位目盛に合わせまず。 

• をちがのみの場を 

のか位目盛どおり 
• もち米とラるちホを混ぜた場合 
のか位目盛よ D みしをめ 

「おこね] を麗びます。 

無洗がをお使いの場合でをこら!を 
選びます。 


具 _[3 K 加減をしたあと、米の上に具をのせまず。 
>赤旗を巧く場合 

あずまはゆでて、巧ずをと煮汁に巧け、巧ミ豆に冷ました它の 
をお使い < だをし'!。 

煮汁は、か力日減の除に水のけね D に加无て < ださい。 





水加減 KT が进 の水な目盛よ。かし多めに合ね 

せます。 


r 白米/ずしめし] を選びます。 

>ーュ—巧洗ホをお毎いの場合にはを 

遇びます。 _ 

巧し妄をミ度ぜる到合は巧飯涅の20始までにしてください。を 
いと、巧けなし、場をびありまず。 

例：1カツブのときは、米〇ぶカツス巧し受 0.2 カツフ 


水加減 



分づきが • 玄米では炊けません。 


_のが值目盛に合わせまず。_ 

おかゆ 1 を選びまず。 

巧巧米をお使いの堀合でを L おかゆ」を 
遺びます。 


具の留は米の資窗（匪で）の30〜50游び適靈 
でず。かさめに切0、ホの上にのせて米と混ぜず 
に炊飯してくだをい。 

短えにくい具は、ややがなめにしてください。また' 
窗巧類はあらかじめゆでるなどし、必ずおかゆび 
がを上びつてから加えてくだごい。 



水加減 


わせまず。 


[； 白米/ずしめし;]を選びまず。 


況米 I 巧 E まび取れないよラ恆しく、手早 <巧います 
(歴穿は巧れやすいため）。 


の水位目盛に合わせまず。 
を選びます。 


米 普通糖白米、または無洗米を使います。 


水力日減 I te 易質 翊键のか位目盛に合わせます。 

r 巧衆/ずしめ口 を選びまず。 

紙紛^をお使いの場合には I 無洗が I を 
選びます。 


1 .0 L サイズは1~4カツス1 .8 L サイズは2 〜 S 
が カツフの間で炊いて < ださい。 

^ 発す玄米だけ、または窺ま玄米と普遁稱白米 

を混ぜ合わせてげをます。 

水加減 IMB の水位目盛に合わせまず。 

メニュー I 白娘/ずしめ口 を選びます。 

発穿玄ホの極類によっては、麻をこぼれた D 、 ラまく炊けない 
場合びお D まず。 

駕芽玄米のタイマー予約巧飯や30分1ソ上のつけおをはしな 
いでください。萬ず玄ボは水分を吸収しやすいため 、うまく炊 
けない場合び近 D ます。 

発芽をホは r 白米/すしめし」メニューで炊くためがき上びり 
後 r 標準の保温 J に移0ますび、保温する場合は r 高め保温」 
に変更してください。（いやなにおいの発生をおさそます。） 
瓷ま玄ホ機を使用して作った発穿玄米をお使いになる場合の 
巧をちは、発ずちホ機を紙売しているメーカーに直接間い合 
わせて < ださい。 















































鲁タイマーをセットすると自動的に炊飯がはじまり、設定時間後にご飯が炊き上がります。 
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タイ7哥約狭臟鑛ずめ時闇 i 



♦タイマ—予約炊餓を取り消すときは、「とりけし」キ-を押してください。 

. め 具や調味輯を加えた状態でのタイマーず約炊飯はしないで<ださい。具び腐敗したり、調味料 
お び沈殿してうまく炊けないことがあります。 

知，©発芽を米のタイマー予約炊飯はしないで<ださい。発芽玄米は水分を暇収しやずいため、ラま 
6 く炊けない場合びありまず。 

担- ® タイマー予約炊飯のときは、かしやわらかめに炊き上びりまず。 

©夏塌など室温び高いときは、米のひたしすぎによる腐敗を防ぐため、なるべく] 3時間じ(内 
(無洗米は8時間が内)で設定してください。 
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r 保温選択」キーを巧すと r 標準の保温 j や「富め保温」を選べます。 


r 保温顯 



高め f 薪届ランプ 


標準保湿ランプ 


線 




炊を上びると自動的に r 標準の保温 j に移り、標華保温ランプび点灯する 
次の屬含 r 禮灌の保温」は選べません。 

r 標攀①保温」を經択ずるとプザーが鴨り、自動的に r 窩ゆ保盘 J になりまず。 

◎ r 败きこみ」 • 「おかゆ J ■ 「おこわ j ‘ r 玄制のソニユ ー 
◎保温開始から12時間経過したあと 

◎ r 穂準の保温」で、4時間経過したあと 
◎なべの湿度び低いとを 

◎炊き上びりから1吕時間経過すると「高め保遍 j に自動的に切 D かわりまず。 

◎ 「標準の保温」中にがぶたの開頭をひんぱんに巧わないでください。ご飯の湿度び 
下びりずぎ、いやなにおいの原因になります。 



麵離 I 


がし离めの遍廣く約70で > で保温することにより、ご飯のにおいの発生をおさえる効果びあります。 

， nil 

1 標準保温ランプの点灯を確認する 




离め 


域を 


を f 甲ず 高め保温ランプび点曰する 


0 

塚笔 


r 觀め保温」か日 r 標準の保温」に戻ずとをは… 

^囊 )) を押ず r 標準の保温」に戻り、標準保温ランプが点丹する 
◎「標準の保温」び選べない蠕をは「保温選が」キーを押してを変更でをません。 


保涵 

〇 

富め 


極•單 

E 




養 r 標準の保温 J と r 高め保温」は、一度選んで保温すると次に選び直して保温するまで記憶されまず。 
P 自動的に r 高め保温」に移った場合ま、記憶されません。 

なべの中でご飯を保存する場合は、おず保温機能をお使いください。 

5 — P 5 「ぉぃしく保温」参照 

せ鲁発芽玄米は r 白米/すしめし」メニューでげくため炊き上びり後 r 標準の保温」に移りますび、保 
温する場合は r 高め保温」に変更してください。（いやなにおいの発生をおさえます。） 


占^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^」 


毎を、ず差込みプラグを抜き、本体•なべが冷えてか5巧ってください。 

® シンナー•ベンジン•みがき粉•たねし類（ナイ□ン•金属聲など)•漂白剤などを使わなし、でくださし、。 




せっけん麟靜せたあと' 
固くしぼった&をんで扣く 
操作部は乾いたふをんで 
ぶく 

を化学ぞラさんを使ラとを 
は、強 < ふいた0長い時 
間おれさせないで<だ 
さい。 

プッシュ ポタンの周囲に生 
米などび入つたとをは竹ぐ 
しやつまよラじで必ず取り 
除く 

9がぶたが開かな < なるこ 
とびお0ます。 

驅源コー问まをいた,城ん 
でみ< 


巧ぶたセッ I - 

湯またはかにひたしスポンジで巧5 
ご飯粒などの巧物が tfe ているとさは、 
巧ぐしやつまようじで取 D 除く 

' •巧ぶたむ心卜はご搜巧を、必ず 
おを入れをして < ださい。巧れ 
び巧ったままな垣ずると、弦を 
やさびの原因にな D まず。. ■ 

本がの內測（庫巧）- S . 

固 < しぼったふまんで \ 

ふを取る 

センターセンサ- 卜 

固 < しぼった&さんで 
のをおる \ 

生米や装物が話まって ' 

し、ると苗ま、けぐしやは 
しなどで巧0横く 


かぶたパツキン 


-かぶた.蒸気口 

かぶたをしっかり持ち、固 
くしぼった&さんでふ< 

がぶたの内側や巧■ぶたバッ 
キンにつレたおねばやご飯 
粒ををれいにふを取る 


.加熱ネ反 

表面の巧れは、めるま湯を客ま 
せたふまんを固くしぼ0、ぶき 
取る。（加翻楓こご巧粒などび 
こび D ごいた場合は、市販の 
320番程度のサンドぺーパー 
に水をつけ辑くみびく） 採まつ 
ているをホや興のは,巧ぐしや 
はしなどで巧 D 除く 


^ . n SffiS ? 




つ 償を逆•一./' 

} '’“一 


はずし方 

片手で外ぶたをごさえながら、ちラー方の手で 
内ぶたセットつまみを手前に引いてはずす 


巧ぶたセットつまみ 



つけ方 

內ぶたセットつまみの裏側の 
凹部を內ぶたセット取 D 巧け軸 
に合わせ、はめ込む 


この凹部を巧ぶたセツ 
巧り巧け軸にはめ込む 


巧ぶにセット 
つまみの蜜側 



巧ぶたセット 
巧り巧け軸 


戸人れ 


スポンジなどのやね6かいもので洗ラ 


巧れび気になる場合は中性洗剤（食器用洗副）を使って洗ラ 

なべのフッ素巧膜は傷かつ<と、はかれる原卸し 
なりまずので、ていねいなお取り扱いをお願いしまず。 
フッ素皮膜を傷めないために次のことをお守りください。 

図スプーンや茶わんなどを入れて洗わない 
国みがき粉やたわしなどで洗わない 
国酢は使わない 

. 目調巧料を使ったときは早めにお手入れする 

/なべのフッ聚皮膜は使用により消耗し 
まず。 

き色むらびでさた0、はがれることび 
ありますび、性能や衛生上の支障や' 
人がへの影響(害)はあ0ません。 

夏フッ素皮膜のはびれび気になるとさ 
や、なべび変形したときは購入でさ 
ます。 

、 / 


聽飄 


◎損傷した場含は、新しい部品と交撰馆臟）してください。 
◎交換の際には製品の型名および部品!名をご確認のラえ、お買 
い上げの販売店でおホめください。 



白化巧が 


無洗が巧用が国 































つたときに 


K 盾かなと思ったとを 


I 〜■一 — — --'- c ■夕 e ご"^^^~； 1 ぶ拓扣*<庶が；ぶがながィ宙<。な扮なゴち 6 ??^由か"‘な ' 


資修理のお問い合わせまえに、一度お調べください。 


症が 


ご腳、雜説、ぃ^ 


ご飯び、ひどく焦ばる 診 


炊飯中にふをこぼれる ► 


げ飯でをない 、 

キー操作でをない ^ 

ぶ—''ツ 

0 A 炊飯•欄逼中に「カチッ Jt 
みぶをぶ r カチッ」と音がずる ^ 

■ かぶたと本体の間か S ^ 

怒気がをれる_^ 


保温中、ご飯がにおラ 
変をずる 
斑燥ずる 
ひど<っゆびつ< 


標準の保温び 
でをない 


ず約でをない 


惇靈び 
造こった6 


翻騰レ煎禱 


さ傾いた場所でか加滅をすると、か還びをくなったり、かな < なったりして，ご飯の 
かたさびかわ0ます。 

® 銘柄、産地、保存期間（新米.巧ホ）などによ D、 ご飯のかたさびかわ D まず。 

©室温•水湿などにより、ご飯のかたごびかわ0まず。 

© タイマー予約炊飯をすると、ご飯びやわらか < なることびお D ます。 

さ白ホ急遼炊随をすると、ご飯びかためにな D ます， 

るなベび巧巧さしてませんか？ _ 

® 加熱巧-センターセンサー • なべのか側にご飯粧や米粒などの異物びついてい 
ませんか？ 

さ巧ボび不十分で、めかが殺っていませんか？ 

る なべび変おしていませんか？ _ 

©おかゆを巧くときにおかゆなかのメニューで炊いていませんか？ 

を惡気□キヤツフをつけ忘れていませんか？ 

® 洗米び不十巧で、めかび巧ごていまなんか？ ■ 

® なべび巧おしていませんか？ __ _ 

るブラグびはずれていません占、？ 

さ表示部に fEOI」、「E 日呂」などま巧していませんか？ 一 P1 5にんな表示をし 
たとき」参照 

«巧進保渴ランプ•西め保通ランプび点巧していませんか7 一 r と功ブし J キーを 
巧してか6再度 r 巧が」キーを巧してくだをい。 

® マグネットプラグの巧铜にを屈片やこみび付滋していませんか？ー ピンやご3 
を取〇餘いてくだごい。 

•マイコンが姻いて义力调節をしている居です。 


ピンやごみ 


• かぶたな硬おしていたり、かぶたゾくツキンび切れてし、なしか、を朗ベてくだでい。 

«12時間 Lil 上の「窗め巧湿」をしていませんか7 

® み窗のご魄をイ呆通していませんか？ 

々しゃをじを入れたままな湿していぎせんか7 

々巧めたご飯をあたため国していませんか？ 

さがを上びつたご飯をよくほぐしましたか？- 炊き上びつたご飯をよくほぐして 
<ださい。 

6洗米び不十かで、めかび巧つていませんか？ 

るがや水の補類によ0,巧を上びりをのご旋び巧を <みまることびおります。 

を奴きこみご飯を巧いた巧とは、においび残ることびあります。—を入りになべを 
巧つて < だない。 

さ なべの中でご飯をがをする場合に、徹窗機能を使わずにそのまま巧匹してし、まだ 
んか？保湿お能を使わずにそのまま巧歷するといやなにおいの原因にな D まず。 
-psr おいし<保遇」參照 

® r 標準の保温」を受けつけないメニューを選んでいませんか？ 一 P12 r 標 
準の保温」「商め保湿」参照 

をイ呆温経過時間び12時間経週していませんか？一 保混経過時巧び12時間経過 
すると「標準の保湿」を受けつけません。 

る為めたご飯を保湿していませんか？ -* なべの温度か‘化いと r 稷巧の保通 J を 
受けつけません。 


を ® 予狗操作の愚をに r 巧:飯」キーを巧しましたか？ 

^ タイマー予約は完了しません。 


I■巧扱 J キーを巧さないと、 


® ご飯を巧きながら、頸気ポットで绍を巧かしたり、爾子レンジをお使いになると定 
格麗流を超えてブレーカーび下りることびあ D ます。一巧飯ジャーは単独のコ 
ンセントでお使いください。ブレーカーを復婦ごせたとを、 r 巧飯 J キ〜を押して 
くださし^。ただし、停壁び接引いて再び炊紙した場合、かき上びりび悪くなること 
びあ D ます。 

ぷ「炊飯」キーを巧したとを、表を部に mOU-「H02J を表をずる場合は、ホを入 
れ替え、をラー度嚴初から炊飯をや0直して < ださい。 
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表示 


£ 日 •• \ \ £ 日3 

hi 己! H 己? 

表示び 

おかしくなる 


► お調べし、ただくこと _ 

◎なべの入れ忘れです。-コンセントを差し直してなべを罐異に入れて<ださい。 

> き上記ががの場合は故障です。-*お質い上げの販売店または鄭なのお客様ご相談窓 
□までご連絡くだをい。 

©ふたセンサーまたはセンターセンサーが高温になつていまず。一 r とりけし」キーを 
^ 巧し、外ぶたを開け約1已分間をましてください。（やけどにごを慮ください。） 

良 ► ©プラグをいつたん巧いて、を5—度達し込んでください。 


二お . 

留ぉ 

查玄 

结[発 す 

: m _ 

か 飯 
免源コー 
巧おブ 
巧 

最大炊 


/すし 

巧 

ザ 急 
を こ 
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方 式 
ドの長さ 
法(約 cm ) 
屋 

紙容屋 


_ NS-WE10 

日.18〜1.0 [1-5.5] 
0.17〜 0.94 [1 〜 5.5] 
0.18-1.0 [1-5.5] 

日.18〜0.72 [1 〜 4] 
0.09〜0.27 [0.5 〜1.引 
0.18〜0.72 _[1~4] 
0.18〜0.72 Jl~4] 
0.18-0.72 [1—4] 


NS-WE18 

0.36-1.8 巧〜 10] 
0.34〜1.71 [2 〜101_ 
0.36〜 1.8 [2 〜1巧 

0.36-1.08 [2 〜巧 
0.09〜0.45 [0.5 〜2万] 
0.3 邑〜 1.0 邑 [2 〜 B ] 
0.36〜 1.44 担〜召] 
0.36〜 1.44 [2—8] 


交>流10 0V60 已 W 50/60HZ [交流10 0 V 814 W 己 0/60HZ 

直接加熱方式 
1 .4m (7 グネットフラグ式） 


区分を 
蒸発が 至 
年間消費盟力蛋 
一回当た〇①巧飯時消費免力量 
一時間当た0のな溫時消費霜力置 
-關当たりのタイ7-チ觸綱氧力量 
—時間当たりの待機時ミ肖費電力蛋 


幅吕已X奥行33.已X高さ21 .5 
約 2.8k 旨 
1 .0L 
F 

36.0g 
86.1 kwh/ 年 

1已目 wh 

19.1 wh 

0.已呂 wh 
O.b 巨 wh 


幅 28X 奥行3色已X离さ25 
約 3.7kg 
1.8L 
H 

3居. 9g 

133.己 kwh/ 年 
206 wh 
吕 4.6wh 
0.68 wh 
0.56 wh 


き特定地域（高い山•厳寒 i 出）においては、所定の性能び確保できないことびあります。 

こ5した場所での使用はなるべくおさけください。 

き曰本国巧交流 lODV 専用（を巧10 0V なかの翌源では使巧でをません。） 


計-•.保疆巧の內容のご確認と保咨のお願いこ 

化ず r 販売店巧およびお夏い上げ0」をご確認のうえ*お買い 
上げの^店から受け取氏内容をよくお読みのうえ、大切に 
織してください。 

f を.保証期間は、おおい上げ日より I 年間；';3 

f 百•修理をお申しつけされるとを詞 
«保証期間中》 

裝湿に巧な否を添えて、お買い上げの販売ちにご持参 < だ 
ごし、保部哲のお載巧客に基づさ修理いたします。 

《保証期間を経適しているとを》 

修理すれば使用でをる裝品は、ご要望によ0有料修理いたし 
ます。 


4..補修用性能部品繫め保肯期剛龄製鐵礙 

■ ち码り寧お瑚釀潭 M 聽違顏髮養懿 

※性能部品とは、その製品の機能を維持するたゆにぶ、要な 
部品です。 


修理料金は、技術料•部品が出お料などで梅なごれています。 
「技術料」は、診断•故障茵巧のお種および部品な換‘調整- 
修理完了時の点検などの作業にかかる烫用です。 
r 郡品げ J は、修理に使用した部品および補助材料代です。 
r 出巧料 J は、製品のある場所へ技術まを巧遇する場合の 
装用です。 

■お客樣ご自身での修理、分解や改造は絶対にしな 
いで < ださい。 


5. 修理料金の仕組お 


露舅幻 . ツ堯ッ . な巧。： — づ、づ 

I 壬ブ — 窒巧 i 
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